
平成１６年度�

高岡市万葉歴史館学習講座内容�

● 講　師　  館　長 小野　寛�

『万葉集』を巻頭から順番に読み解いています�

本年度は万葉集巻四の恋歌を昨年に引き続き読み解いていきます。柿本人麻呂をはじめ、聖武天皇の恋歌や、大伴旅人・
坂上郎女といった有名な万葉歌人たちによって詠まれた歌々をとりあげ、万葉びとがうたった恋歌の世界を味わっていきます。�
�
① ４月 １０日 492～499番歌 柿本人麻呂の御熊野の歌　他 西澤一光 �
② ５月 ８日 500～508番歌 人麻呂の歌、人麻呂妻の歌　他 西澤一光�
③ ６月 ５日 509～513番歌 丹比笠麻呂が筑紫国に下る時の歌　他 田中夏陽子�
④ ７月 ３日 514～521番歌 常陸娘子が藤原宇合に贈った歌　他 関　隆司�
⑤ ８月 ７日 522～529番歌 藤原麻呂と大伴郎女の贈答歌群 館　長 �
⑥ ９月 ４日 530～535番歌 聖武天皇と海上女王の贈答歌　他 館　長  �
    １０月休み�
⑦ １１月 ６日 536～542番歌 高田女王が今城王に贈った歌　他 新谷秀夫�
⑧ １２月 ４日 543～548番歌 笠金村の紀伊従駕歌、三香原従駕歌 新谷秀夫�
⑨ １月 ８日 549～558番歌 丹生女王が大伴旅人に贈った歌　他 新谷秀夫�
⑩ ２月 ５日 559～567番歌 坂上郎女の歌、大宰府関連歌　他 関　隆司�
⑪ ３月 ５日 568～578番歌 大伴旅人上京の時の歌群 田中夏陽子�

日本古代史や越中万葉を中心とする『万葉集』に関して、文学・歴史・
考古学など多様な視点から問題をとりあげていきます。�
�
　　　　　　　　  ４月休み �
① ５月 ３０日 長屋王家の色彩誌 川崎　晃 �
② ６月 ２７日 古代北陸の朝鮮 川崎　晃�
③ ７月 ２５日 大伴家持が愛した鳥 田中夏陽子�
　　　　　　　　  ８月休み �
④ ９月 ２６日 布勢水海遊覧 関　隆司�
　　　　　　　　１０月休み�
⑤ １１月 ２８日 家持と布勢水海 川崎重朗�
⑥ １２月 １９日 越中の家持－橘の歌－ 佐々木敏雄�
⑦ １月 ３０日 聖武天皇と紫香楽宮 川崎　晃�
⑧ ２月 ２７日 ｢恋」のうたわれ方 新谷秀夫�
⑨ ３月 ２０日 歌枕の中の越中２ 米田憲三�

越中万葉は大伴家持とともにあります。万葉集は大伴家持によってまとめられました。そして万葉集は大伴家持とともに
今に生き続けているのです。その万葉集に大伴家持とともにここ越中の地でよまれた歌が３２５首も残されています。
その歌をよむことは家持とともに越中に生きることです。私も暫く家持とともに生きようと思っています。�
�
 ①   ４月１６日　　②   ５月２１日　　③   ６月１８日　　④   ７月１６日　　　 ８月休み　　   ⑤   ９月１７日�
⑥ １０月２２日　　⑦ １１月１９日　　⑧ １２月１７日　　⑨   １月２１日　　⑩   ２月１８日　　⑪   ３月１８日�

全１１回・２０単位�
すべて土曜日�

全１１回・２０単位�
すべて金曜日�

全9回・１５単位�
すべて日曜日�

※やむをえぬ事情により日程・講義内容等に変更がある場合もあります。※申し込み・受講は年間を通じていつでも可能です。�
※学習講座を試聴されたい方は、お気軽に高岡市万葉歴史館までお問い合わせください（有料）。�
�

会　　場　　ウイング・ウイング高岡�
　　　　　　高岡市生涯学習センター５階研修室�

日　　時　　毎月第２日曜日（全１１回　※８月は休み）�
　　　　　　午後１時３０分～３時�

講　　師　　高岡市万葉歴史館館長および研究員�

定　　員　　４０名（申込み多数の場合は抽選となります。）�

受 講 料　　１，０００円（資料代含む）�

認定単位　　１５単位�

富山県民カレッジ連携講座�

入門講座 越中万葉に親しむ�

駅前広場�

JR高岡駅�

城端�

氷見�

空中歩廊�

富山�金沢�

市営高岡�
中央駐車場�

ウイング・ウイング高岡�

万
葉
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